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１．はじめに 

近年，経済発展により得られた大量生産・大量消費

社会から，心的価値向上社会へ移行している[1]．な

ぜなら，現在は生活の質を家や車などの物質的な面か

ら捉えるのではなく，趣味や健康などの精神的な豊か

さなど個々の心的価値として把握しようとする傾向

が強いためである．したがって，現代の消費者のニー

ズに応えるには，個人の精神的な豊かさや健康などの

心的な要因を正しく評価する事が重要である． 

従って本研究では，消費者の評価に至るまでの情動

反応の過程の定量化を行う． 

２．先行研究 

TVCMの嗜好と前頭前野の活動に関する研究におい

て，三井ら[2]は第一印象の良い映像を視聴した際に

は右半球の脳血流中の酸素化ヘモグロビン濃度(以

下,Oxy-Hbと表記する)が減少することを明らかにし

た.また，脳の右前頭前野のDLPFC（Dorsolateral 

Prefrontal Cortex）における脳活動から映像に対す

る嗜好を推定できる可能性を示唆した．さらに畔原ら

[3]は TVCM を視聴させ，その時の脳活動を計測し，

その脳活動とTVCMの評価の関連性を調査した．その結

果，右のDLPFCの活動から TVCM に対する印象を推定

できる可能性が示唆された．特に，第一印象の良い

TVCMにおいてはDLPFCの活動が低下する可能性を示唆

した．谷田ら[4]は映像視聴時の脳活動の性差を検証

した.その結果,女性被験者が女性タレントの出演し

ているTVCMを視聴しているときのみ,有意に活動する

部位が見られた．遠藤らは[5]TVCMの視聴を2回繰り返

し，その際の印象評価と脳活動の変化を調査した．そ

の結果，視聴回数によって主観評価は同一であっても

脳活動が異なる場合があることが明らかになった．ま

た先行研究の結果も総括して印象評価の心理過程に

おいて第一印象が良い際にはDLPFCの活動が低下する

可能性が示唆された． 

よって，印象評価の心理過程の定量化と共に視聴回

数によってどのように評価と脳活動が変化するかを

明らかにする必要がある． 

CM総合研究所の調査により1月前期の銘柄別CM好感

度ランキング[8]で，AGCの企業CMが3位にランクイン

した．B to B企業である素材メーカーのCMが3位に入

るのは異例のハイスコアであると述べられている．CM

好感要因は「音楽・サウンド」をトップであった． 

よって，キャストやドラマ性が好まれる一方で，音楽

やキャッチフレーズなどの聴覚的な刺激が商品や企

業に対する印象付けに効果があると言える． 

 本研究では，TVCMの好ましさを決定する１つの要因

として音楽に着目する． 

３．実験方法・解析方法 

３．１．測定方法 

実験参加者の心理的活動を定量化するため，脳血流

を測定する．脳血流の変化量から活性部位を特定する

ことができる．本研究では，脳機能計測を行うための

計測機器である光トポグラフィ（ETG-4000 日立製作

所 製）を用いた． fNIRS(functional Near-Infrared 

Spectroscopy，機能的近赤外分光法)に基づき，脳血

流中のOxy-Hb，Deoxy-Hb (脱酸素化ヘモグロビン)の

濃度変化量を時系列データ量として計測する．人間の

脳は，作業を行うことにより，特定の賦活領域のOxy-

Hb量が増加する．そのOxy-Hb量の増加・減少を計測す

ることにより， 被験者かが刺激に対してどのように

反応しているかを把握できる[8]．  

脳機能計測装置は，被験者の前頭前野を覆うように

装着した．図中の2から52 の数字は，計測する52 箇

所のチャンネル(以下，Ch.と表記する)の通し番号を

示している．なお，Ch.5 とCh.6 の間の受光プローブ

は，EEG の電極配置の基準である国際10-20 法に定

められたFpz に位置している(図1)． 

 
図 1．前頭前野の計測位置と推測される脳部位 

３．２．実験デザイン 

 脳活動の計測の際には中央大学倫理委員会の規則

に従い，インフォームド・コンセントを得た健康な右

利きの20代大学生・大学院生,10名(男性8名,女性2名, 

平均年齢22.6歳)を対象として実験を行った.  

実験条件の統制のため一度も聴いたことがない音楽

刺激を作成するため，音楽刺激は自動音楽作成ツール

SOUNDRAWで作成した．  
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 実験参加者には初日に脳機能計測実験を行い，翌日

から自宅で5日間毎日1回聴いてもらった．そして初日

の脳機能計測実験から7日後にもう一度同様の実験を

行った． 

音楽刺激9本を以下の手順で被験者ごとにランダム

な順番で提示を行った. 音楽刺激を提示する際,被験

者には光トポグラフィを装着し常時脳活動を計測し

た. 音楽刺激呈示後,アンケート調査を行った.刺激

ごとに「音楽の好ましさ」に関して7件法(-3～＋3の

7段階評価)で評価させた.また，音楽刺激による脳活

動との比較のため，ホワイトノイズに1/fゆらぎを追

加したピンクノイズを用いた． 

音楽刺激１つにつき,以下のタスクを提示した. 

 ①安静画像(10sec) 

 ②ピンクノイズ(30sec) 

 ③安静画像(10sec) 

④音楽刺激(30sec) 

 ⑤印象評価(10sec) 

Oxy-Hbの時系列データの解析はNIRS用の解析ソフ

トであるPOTATo(Platform for Optical Topography 

Analysis Tools)を用いて行った．  

４．実験結果 

４．１．音楽の印象評価 

 脳機能計測実験時に音楽の印象に関する主観評価

の結果を以下に示す．本実験においては初日の実験時

に得られたデータをFirst，最終日に得られたデータ

をLastとする．図2は7件法で得られた整数データにお

けるFirstとLastの印象評価のバブルチャートである．  

 
図 2．印象評価のバブルチャート(7件法) 

また，7件法で得られたデータを正規化し，Z-Score

として表記した．さらに第一印象(Firstの印象評価)

からどのように変化したか明らかにするためLastの

印象評価とFirstの印象評価の差分を変化量として

FirstとLastそれぞれの印象評価と比較した． 

以下の図はx軸をFirst(またはLast)の印象評価，y

軸を変化量として比較した散布図である(図3)． 

 
図 3．Firstの印象評価と変化量の散布図 

  図2,3より，被験者ごと，音楽ごとの傾向は見られ

なかった．  

４．２．変化量による比較 

変化量が0に近いもの，つまり印象が変化しなかっ

たものを除外した．0近傍を除くために-0.5から0.5ま

で除外し，印象が大きく変化したものを正負によって

分類した．Oxy-Hbの変化量の時系列データのCh.ごと

にt検定を行った．t検定の帰無仮説は, Oxy-Hbの変化

量の平均を取り，音楽刺激のデータ間の差分の平均値

が0であることとした．t検定の組み合わせは表2の4つ

である． 
表 1．t検定の組み合わせ 

 
1. [変化量＋・Lastの脳血流]と[変化量＋・Firstの

脳血流]の比較 

 
図 4．[変化量＋・Lastの脳血流]と[変化量＋・First

の脳血流]の比較 

2. [変化量－・Lastの脳血流]と[変化量－・Firstの

脳血流]の比較 

変化量 + 変化量 ー

First Last

変化量 + Last 1 4

変化量 ー First 3 2
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図 5．[変化量－・Lastの脳血流]と[変化量－・First

の脳血流]の比較 

3. [変化量＋・Firstの脳血流]と[変化量－・Firstの

脳血流]の比較 

 
図 6．[変化量＋・Firstの脳血流]と[変化量－・

Firstの脳血流]の比較 

4. [変化量＋・Lastの脳血流]と[変化量－・Lastの脳

血流]の比較 

 
図 7．[変化量＋・Lastの脳血流]と[変化量－・Last

の脳血流]の比較 

 図4より，変化量が正の場合はFirstの脳活動が大き

く，特に右半球が大きく活動している．また，図6で

左半球の活動が顕著に現れている． First同士の比較

においては変化量が正の場合に脳活動が大きいこと

がわかる．さらに46Ch.に有意差はなかったものの，

DLPFC(BA46)，c-DLPFCに活動の違いがあるといえる．

図6,7より，First同士の比較においては有意差のある

Ch.が多く，一方でLast同士の比較では有意差のある

Ch.が少ない． 

４．３．第一印象と変化量による比較 

変化量の正負に併せ，第一印象の正負によって下記

のような分類を行った． 

①Firstの印象評価が負，かつ変化量が正 

②Firstの印象評価が正，かつ変化量が負 

つまり①は第一印象が悪く，その後の印象が良くな

ったものを指す．一方で②は第一印象が高く，その後

の印象が悪くなったものを指す．また，グループ2と

同様に0近傍の値を除くため，変化量が-0.3から0.3の

値を除外した．t検定は4.2と同様である． 

t検定の組み合わせを以下の表に示す． 
表 2．t検定の組み合わせ 

 
1. [①・Lastの脳血流]と[①・Firstの脳血流]の比較 

 
図 8．[①・Lastの脳血流]と[①・Firstの脳血流]の

比較 

2. [②・Lastの脳血流]と[②・Firstの脳血流]の比較 

 
図 9．[②・Lastの脳血流]と[②・Firstの脳血流]の

比較 

3. [①・Firstの脳血流]と[②・Firstの脳血流]の比

較 

 
図 10．[①・Firstの脳血流]と[②・Firstの脳血流]

の比較 

4. [①・Lastの脳血流]と[②・Lastの脳血流]の比較 

① ②

First Last

① Last 1 4

② First 3 2
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図 11．[①・Lastの脳血流]と[②・Lastの脳血流]の

比較 

 図10より，図6と比較してr-DLPFC, l-DLPFCの活動

に違いが見られなかった．さらに図 よりも左半球の

活動が顕著に現れていることがわかる． 

５．考察 

５．１．印象評価の変化量による脳活動の考察 

変化量が正の場合のFirstとLastの比較(図4)にお

いてLastよりもFirstの脳活動の方が大きい．よって，

印象評価が悪い方が活発な前頭前野の活動が見られ

る．一方で，変化量が負の場合(図5)はLastの脳活動

が大きい．よってここからも印象評価が低いと脳活動

が活発であるといえる．さらに，c-DLPFCの活動に有

意な差があるため，c-DLPFCはマイナスな印象変化の

処理に関する部位である可能性がある．変化量が正と

負のFirstの脳活動の比較(図6)においてはDLPFCすべ

ての部位(r-DLPFC, l-DLPPFC, c-DLPFC)で有意差が

あるといえる．よって今後の印象がどう変化するかに

DLPFCが関わっている可能性が示唆される．さらに，

First同士の比較で有意差があったCh.は24つ，Last同

士の比較(図7)で有意差のあるCh.は4つであった．よ

って前頭前野は第一印象の処理で活発に活動し，それ

以降は記憶領域など他の領域が活動している可能性

がある．この結果は先行研究[5]のTVCMの1度目の視聴

から2度目の視聴で前頭前野の有意差が減少したこと

と共通する． 

５．２．第一印象とその後の印象の変化量による脳活

動の考察 

①は第一印象が悪く，かつその後印象が良くなる合，

②は第一印象が良く，かつその後の印象が悪くなる場

合であるといえる．①のFirstとLastの比較(図8)では，

全体的にFirstの方が脳の活動が大きい．一方で②の

比較(図9)では，Lastの脳活動の方が大きい．よって，

4.2の結果と共通して前頭前野の活動は印象が悪い際

の処理に関わるといえる．また，②の比較でc-DLPFC

の部位に有意差があった．よって4.2の結果と共通し

て印象が悪くなる際にはc-DLPFCが関わるといえる．

さらに，First同士の比較(図10)においてはFirstの印

象が悪いと特に左半球が活動する．また，該当のCh.

全てではないものの，l-DLPCとc-DLPFCの活動に有意

な傾向にあることがわかる． 

 

６．総括 

 本研究では，1週間毎日音楽を聞かせ，初日と最終

日の音楽の主観評価と脳活動を計測し，印象の変化に

着目して解析を行った．その結果，脳血流データの解

析では，前頭前野はネガティブな印象の処理の際に活

動が活発になることが分かった．特に印象の判断とい

う点においてはDLPFCの活動が深く関わっている可能

性がある．これは，先行研究[2,3,4,5]では仮説の段

階ではあったが，本研究でデータの矛盾なく明らかに

なった事象である．また，今後の印象がどのように変

化するのかを第一印象の脳活動から推測できるので

はないか，という新たな可能性も示唆された．以上の

結果はニューロマーケティングという側面において

は新たな発見であると考えられる． 

 新型コロナウイルス(COVID-19)の影響で被験者数

が少ないことから，被験者を増やして新たな仮説の検

証も進めていきたい． 
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